
部屋未満のいえ

　私はワンルームの「手に負える感じ」が好き
だ。部屋のどこにいても全体を把握でき、すべ
ての活動が連続的に感じられる。一方で、戸建
住宅などが持つ領域性は生活にメリハリを生ん
でくれる。それら双方の魅力が共生する、新し
いワンルームの質をつくれないだろうか。

　そこで、すべての生活機能を担う「モノ」を
厚みのある壁のなかに収めてみる。取り残され
た空間はすべての活動に対する前室的存在だ。

そうして出来上がったゆらぎのある生活の場は
「部屋」に満たない新しい空間の質を備えてい
る。これまでのワンルームにはなかった「いえ」
のような領域性を持ち、ワンルームならではの
全体性を同時に持ち合わせている。

　生活機能要素であるモノに空間という輪郭を
与え、それらが凝縮された壁を使い倒すことこ
そが壁との対話であると同時に、ワンルームの
中に都市空間のような豊かなバラエティをもた
らしてくれるだろう。

➀発端：モノと人の関係

私たちはキッチンを思い浮かべるとき、キッチン台だけでなく前
に人が立つためのスペースまで想像する。生活機能が「機能」で
あるためにはモノと人のための余白があってはじめて成立する。

➁現在：独立した機能の配置

一般的な賃貸住宅ではそれらの機能ごとに配置されるため、各残
余空間はそれぞれの機能を満たすために独立し、干渉し合わない。
実は空間を有効に活用できていないのではないだろうか。

➂提案：新たな賃貸住宅のかたち

本提案では、機能が成立するための「モノ」と「人のための余白」
を分解して捉え直し、前者を壁の中に、後者を部屋の中心に集め
るよう再配置した。すると、中心にもう一つの領域が生まれた。

➃未来：自由に使える外のような場

中心に現れた領域はすべての生活機能が半分領域を侵犯してくる
ような、つかみどころのない「場」である。ワンルームの中に内
外という意識が芽生え、中庭のようにふるまう。

京都工芸繊維大学大学院　川崎 蓮



使い倒される内外
　ワンルームの窓辺は家具が押し寄せ日常とは距離のある空間であることが多いが、境界線上を
小上がりにし、家具的につくることで物理的にも心理的にも生活が外に近くなる。今回の提案範
囲ではないが、相対的にバルコニーもよく使われるようになり、賃貸集合住宅の味気ないファサー
ドに人々の生き生きとした生活が現れてくることを目指している。
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中心の使い方は住人によって様々に想定でき
るだろう。重要なのはすべての機能に働きか
けることである。大きめの机を置けばそれは
寝室の机でもあり、キッチンの机でもあり、
洗面所の机であり、玄関先の机でもある。

浴室の引き戸は外側を鏡面仕上げとし、立鏡
として使うことができる。浴室そのものは仕
切られているが、脱衣や身だしなみを整える
行為をそれらの準備空間として位置づけた。

寝室から直接縁側に出入りできる
窓を設けた。夜は縁側でくつろい
だ後そのまま布団に入り、朝は光
で満たされた縁側からの光に導か
れるように目覚めることができる。

寝室からみる

縁側からみる


